











































































































































































































































































































































































































































’ ：、､､、ﾛ夕と 、 29
200ｍ 三二二３４Ｉ
図'２ アル・アダイム地域表面採集遺物（ショーク２周辺：1-7,
252藤井秀夫・井博幸
王朝期）の把握であり，対象地域として特に東北イラク地方を重視している。というのも，この地域は，数千年
にわたって独自に展開する南・北メソポタミア文化の接触地帯と詮なされ，北と南からの影響を受けつつ独自の
発展を遂げた地域だからだ。したがってまず，我点はこの地域の調査を通して,上記した時代の土器を中心とし
た正確な編年を確立したいと考えている。そして当時の社会形態の復元に取り組染たいと思っている。
今回の予備調査は短期間ではあったが，多くの新知見を得ることができ，この地域の重要性を再認識した。我
為はイラク考古総局にテル,ショーク地区の合同調査を打診している。それは既に述べた多くの問題点を解決で
きる可能性を持つ数少ない遺跡であるからである。ハムリン盆地の考古学調査が多くの新事実をもたらしたよう
に，アダイム地域の遺跡はそれ以上の情報を提供してくれると期待している。
（1990.7.15）
参考・引用文献
Abual-Soof，Ｂ、
１９６８DistributionofUruk，JamdatNasr‘andNineviteVpottery．』γｃＪｑ３０ｌ７４８６、
Finkbeiner,Ｕ･andRijllig,Ｗ､
１９８８m6i〃gcγＡｊＪａｓ‘ｃｓＶＤγ`G7e打ｏ７ｆｃ"ｆｓ,MbsoPofa，Ⅶｉｅ加介tLAdy"QtsiscAcZcijBII7HDr・LudwigReichert
VCrlag・Wiesbaden,
藤井秀夫編
１９８１特集記事，イラク･ハムリン発掘調査概報「ラーフイグーソ」２：1-242．
Gibson，MCG･eｄ
ｌ９８１ＵｃﾉﾘＬＰｅＪ，TDJノＲａｚ７`た，ＴｅノノＡ/i"1e‘pJ-Af"gﾊｶﾞｱ，Ｔｅ/ＪＡｊａ脚ａｔ（HamrillReportlO)：ChicagoandCop‐
enhagen･
弁博幸
１９８９テル・グッパ出土の遺物：ビーズ・ペソダソト・環，ガラス製品，紡錘車，金属製品，骨製品『ラーフイダー
ソ』１０：167-243．
Starr，Ｆ,Ｒ､Ｓ、
1937,39」Ｗｚｉ，Ｒｃ力０７／０〃オノzcEjUcazﾉafio'2ｓａｊＹｂｒｇα〃ＴｃＰａ７２ｅａγＫｊγＡＩｲﾊ，Ｉ７ａｑ：HarvardUniversityPress，
